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令和 7 年度 第１回 甲賀市学校給食センター運営委員会 会議録 

 

１．日時 

令和 7 年 8 月 21 日（木） 14 時 00 分～15 時 45 分 

 

２．場所 

甲賀市役所 3階会議室 301 

 

３．出席委員 

村地昭彦委員、今村昌代委員、津川智子委員、福西勇人委員、谷内真紀子委員、 

村田喜代美委員、石橋智子委員、小川由佳委員、松本英里子委員 

 

４．欠席委員 

玉野宏委員、吉永舞委員、片岡直子委員、松原峰生委員、今村陽一委員、 

今枝加奈子委員、川嶋春菜委員、満田絵里加委員 

 

５．関係者 

  教育委員会 立岡教育長 

教育委員会事務局 前田次長 

教育委員会事務局教育総務課東部学校給食センター 森本所長、岡野栄養教諭 

教育委員会事務局教育総務課西部学校給食センター 徳地栄養教諭 

こども政策部保育幼稚園課 和泉管理栄養士 

 

６．事務局 

教育委員会事務局教育総務課 

井上課長、望月課長補佐、岡田学校給食係長、木下主査 

 

７．傍聴人 

  なし 

 

８．会議内容 

（１）開会（司会：教育総務課 井上課長） 

市民憲章唱和 

 

（２）あいさつ（教育委員会 立岡教育長） 

 

（３）自己紹介 

運営委員会について 

（説明 事務局） 

 

（４）運営委員長・副委員長の選出【資料Ｐ１～Ｐ７】 

   規則第 7条に基づく 

・委 員 長 村地昭彦委員 

・副委員長 福西勇人委員 
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（５）議事  

議長（村地委員長）による進行 

① 議長・副議長あいさつ（村地委員長、福西副委員長） 

 

   ② 会議の公表について 

（説明 事務局） 

    甲賀市附属機関の会議の公開等に関する指針の運用に基づく 

    一同承認 

 

③ 各学校給食センターの概要について【資料Ｐ８～Ｐ１０】 

（説明 事務局） 

 

概要について 

・各学校給食センター、配食数、配食先、主食、副食、地場産物の使用、職員数、

業務委託、給食献立等 

 

東部学校給食センター設備改修計画について 

・現在 20 年目を迎え、厨房機器をはじめとした設備の経年劣化が見受けられるた

め、安全・安心な給食を提供するための取り組みを進めている。 

・厨房機器の更新については、令和 5 年度から令和 7 年度にかけて、調理場、炊

飯室、洗浄室など各部屋に備え付けられている厨房機器の更新を行う。 

・建築物の改修については、令和 5 年度に修繕に伴う設計業務を実施、令和 6 年

度から令和 7 年度にかけて、ボイラ、蒸気配管、給排水配管などの建築改修工

事を実施しており、今年の夏休み期間をもって一連の修繕・更新工事は終了予

定。 

 

  質問・意見等は、特に無し 

 

④ 給食献立について【資料Ｐ１１～Ｐ１２】 

（説明 学校給食センター 栄養教諭） 

 

・学校給食は、学校給食摂取基準を基に栄養管理をしている。 

・多様な食品を適切に組み合わせるよう配慮し、旬の食材を使うよう心がけてい

る。 

・7月 1日の「びわこの日献立」には、びわ湖でとれた湖魚を使用したお茶揚げを

提供し、びわこの恵みを味わう機会とした。 

・7日の「七夕献立」等、行事食も大切にしている。 

・10 日の「全国味めぐり」として沖縄県にまつわる献立を実施。毎月ひとつの都

道府県にスポットをあて、その土地の郷土料理や特産物を味わう給食を提供し

ている。4 月は神奈川県、5 月は山口県、6 月は三重県にまつわる献立を実施し

た。 

・食育の日である 19 日前後には、「ふるさと献立」を実施しており、甲賀市や滋

賀県の食材や郷土料理を取り入れた献立にしている。７月には、甲賀市産野菜

として、キャベツ、きゅうり、たまねぎ、なすび、にんにく、青ねぎ、ピーマ

ンを使用した。 
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・給食では、甲賀市産の米や茶、野菜などを使っている。食育の日に使う梅干し

やみそは、甲賀市でとれた梅や大豆を使って地域の方が作られたものを年間通

して使用している。 

・不足しがちな栄養素をたくさん含む食材を意識的に使った献立も実施している。 

・2日の「カミカミちゃんの日」は、噛む力を鍛えることを目的として、こんにゃ

くやごぼうなどのかみごたえのある食材を使っている。 

・3 日の「鉄ちゃんの日」は鉄分、8 日の「ファイバーちゃんの日」は食物繊維、

14 日の「カルちゃんの日」はカルシウムをテーマとしている。 

・生活習慣病を子どものころから予防するために塩分基準が低い、薄味を心がけ

ている。そのため給食では、煮干しだし、かつおだし、こんぶだしなどの和食

のだしを生かして作っている。 

・今後も毎日の給食献立が生きた教材となるように、おいしい給食づくりに努め

ていく。 

 

  質問・意見等は、特に無し 

 

 

⑤ 食物アレルギーの対応について【資料Ｐ１３～Ｐ１４】 

（説明 事務局） 

     

・保護者に使用食材のわかる献立表を事前に配布し、アレルギー対応が必要かど

うか確認、申請してもらっている。 

・保護者から申請があった場合は、献立表を確認し担任教諭の指導のもと、食べ

られない献立を除いて配食している。 

・保護者からの申請により給食を提供停止した場合は、弁当を持参してもらって

いる。 

・卵については、対応食として豚肉と玉ねぎの炒め物を提供しており、小学校、

中学校合わせて 81 名で、前年度より 7名増えている。 

・パン、麺、ナンについては、対応食として白ご飯を提供しており、人数につい

ては、小・中学校合わせて それぞれ 21 名、7名、9名で、前年度より減少して

おり、それぞれ 2名、3名、1名の減となった。 

・令和 7 年 7月末時点のアレルギー対応食の申請集計は小学校の実人数 69 名、中

学校の実人数22名、計91名。前年度から5名の増となり年々増加傾向にある。 

・アレルギー対応食の食器は、基本の食器が白色に対して対応食の食器はグリー

ンで視覚的にも区別しわかりやすく提供している。 

・令和 2 年 7 月から食物アレルギー対応を開始、当初アレルギー対応品目を 3 品

としていたところに、令和 3 年度にえび・かにの 2 品目を追加。令和 5 年度に

はさらに、乳（飲み物としては提供あり）・キウイフルーツ・まつたけ・カシ

ューナッツ・あわび・いくら・くるみの 7 品目を追加し、マニュアルを改定。

令和 6 年度以降については、変更はなく、現在に至っている。 

・現在、アレルギー申請書の様式改定と、アレルギー関係資料の保護者配布の電

子化を検討している。保護者、学校双方の負担軽減や、よりわかりやすくする

ことなどを目指しているが、間違いのないようアレルギー対応を実施すること

が肝要であるため、メリット・デメリットを洗い出し慎重に検討しているとこ

ろである。 
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・現在のアレルギー対応品目について整理すると、「卵」は対応食を提供し、そ

のほか「そば、落花生、エビ、カニ、乳、キウイフルーツ、松茸、カシューナ

ッツ、アワビ、いくら、くるみ」については、給食の食材として使用していな

い。ただし、乳については飲み物として提供している。食品表示基準で義務付

けられている特定原材料 8 品目のうち小麦だけが未対応だが、例えば米粉のフ

ライに変えるなどして工夫をしている。 

 

質問・意見等は、特に無し 

 

⑥ 給食費について【資料Ｐ１５】 

（説明 事務局） 

 

・学校給食法に基づき、材料費は原則保護者の負担とされている。それ以外の学

校給食の実施に必要な施設、設備及び人件費は、学校の設置者である市が負担

している。 

・令和 6 年度の材料費の決算額は、3億 7,480 万 1,370 円。 

・甲賀市の給食費は、合併以前は町によって異なり、甲南町と甲賀町で最大 200

円の差があったが、合併を期に、園1,800円、小学校3,500円、中学校4,000円

で統一され、価格据え置きで現在に至る。 

・近年、全国的に物価高騰が続いている状況ではあるが、子育て世帯への負担軽

減のため、給食費は増額せず、その分を公費負担しており、引き続き安全安心

な給食の安定的な提供に努める。 

 

質問・意見等は、特に無し 

 

⑦ 学校給食向上のための取り組みについて【資料Ｐ１６～Ｐ１８】 

（説明 事務局） 

 

・学校給食は、安全・安心で栄養バランスのとれた質の高い給食を安定的に、子

どもたちへ提供し続けることが最も重要なことであると考えている。 

・令和 2 年度から給食の品質向上を目的に市費を投入し、多彩な食材の導入を進

め、充実した給食の提供に努めている。 

・子どもたちへ栄養バランスのとれた質の高い給食を提供するために、学校給食

事業において、令和７年度当初予算では、保護者負担の給食費とは別に、質の

維持・向上を図るための予算として 5000 万円、物価高騰対応分として 4000 万

円、地産地消推進のための予算として 1000 万円、計１億円の予算を計上し、保

護者負担軽減を図りながら、質と量を確保している。 

学校給食向上のための取り組みについて 

・3 点の考え方を基本にとりくんでいる。１つめは給食食材自体の質の向上（自

然塩や牛肉の使用）、２つめは給食時間の質をあげる（テーマの趣旨に合わせ

た賄い材料やデザートを追加するなど）、３つめは栄養をしっかりとる（液体

コーヒーなどを提供して残食を減らすなど）。 

地産地消の取り組みについて 

・世代を担う子どもや若い世代へ、学校給食を通じて食文化の継承を意識した

食育を進める。 
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・地産地消を通して食を大切にする心を育み、食品ロスの少ない食生活を実践

することにもつながるよう取り組みを進める。 

・令和 2 年度から産業経済部と連携し、2 年度 3 年度でそれぞれ 2 千万円、令和

4 年から令和 6 年度までは 3 千万円、令和 7年度は 1 千万円を予算化し地元産

食材の使用を進め、地産地消を推進している。 

・米については、もともと 100％甲賀市産だった。野菜に関して、甲賀市産は令

和 2 年度から令和 5 年度にかけて上昇傾向にあり、令和 6 年度実績としては

33.7％という結果となった。生産者の減少や天候不良による供給不足等によ

り、前年度比較で 3.1％減少した。 

・忍ネギ、杉谷なすび、水口かんぴょう、いちごなど、100％甲賀市産で賄える

農産物も多数あり、令和 6年度は新たに甲賀市産かぶを使用した。 

 

質問・意見等は、特に無し 

 

⑧ その他【資料Ｐ１９～Ｐ２２】 

（説明 事務局） 

 

・食物アレルギー対応兼減額申請書の様式を視覚的にみやすくするため、改定

案を作成した。表記方法の変更、セルの塗りつぶしや囲い等で強弱をつける、

順番の入替等。 

 

＜質問・意見＞ 

     委員 

     ・１点目として、前回の委員会で対象者の児童生徒の住所や生年月日の必要性に

ついて進言したが、必要ということでここに残っているのか。 

・２点目として、牛乳について、乳糖不耐症など牛乳の欠食のみで診断書が添付

できない場合も体に何か症状が出るということで、一度は病院の方に行ってい

ただき、診断書を書いていただきたいと意見した。アレルギーのお子さんにつ

いては毎年診断書を提出しないといけないということでお願いをしている中で、

乳糖不耐症については保護者から医者から診察にこなくてよいと言われている

のに、うちは行かないと駄目なのかと意見をいただく。やはり体のことのため、

アレルギーではないが、病院の方に行って、医師の診断を、診断書が難しけれ

ば、この用紙に書いていただくなど、何か受診を促せるような形にしていただ

ければと思う。 

 

     事務局 

・1 点目における決定通知のお渡しについて、基本、児童生徒を通じて保護者の

皆様にお渡しいただいているところだが、長期休みの前などタイミングによっ

ては郵送もあり得ること、場合によっては、同姓同名の可能性があり、住所、

生年月日をもって照合する必要があるため残している。 

・2 点目における牛乳欠食の場合の医師の診断書の必要性について、事務局とし

ては医師の診断書を書いていただけるような状態まで至らないケースがあり得

ると想定しており、その場合も欠食を認める方針であることから、医師の診断

書が出ない場合は、不要として代わりに身体の状態を記入いただければ、それ

で認めるという判断を現状はしている。 
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委員 

今すぐ何かしてほしいとかではないが、牛乳欠食の件数も多く現場は困ってい

ることを強く言わせていただきたい。 

 

委員長 

養護教諭については保護者とのやり取りの中で困っておられるので、「現場は

困っています」という声を事務局に発信していきながら、改善できるところは

お願いしたい。 

 

⑨ 全体を通して 

 

委員長 

・学校給食の果たしている役割は栄養補給などたくさんある中で、一番大きいと

感じているのは子どもたちの登校意欲である。学校へ行く後押しをしてくれる

ときもある。そういう意味でもメニューを工夫してもらっていることについて

は日々感謝をしている。昔とは違ういろんな舌の肥えた子どもたちも増えてき

ているので、そういう子どもたちのニーズに少しでも寄り添っていただきたい

と思う。 

 

副委員長 

・学校の話をすることはいろいろあるが、大抵献立表を見ながら給食の話をして

いる。学校には給食を食べに行っているのではないかと感じるほど。それも一

つのきっかけとして、学校に行き、いろんな活動をしながら成長しているのだ

と実感している。この会議に出席して、いろんな努力をしていただいているこ

とがわかり、引き続き継続していただきたい。 

 

委員 

・おいしい給食を作っていただきありがとうございます。うちにはこどもが２人

おり、下の子は申し訳ないが給食を少ししか食べることができない。今の学校

は私達のときと比べ、残してもいいよ、というのはおそらくあると思うが、そ

の残飯量など知れたらいいなと思う。野菜嫌いの子は割と残していたり、牛乳

も嫌いな子も多いと聞くので提供する、しないが難しいと感じる。そのあたり

も検討いただきたい。7 月だと七夕、12 月だとクリスマスなどイベントにちな

んだ給食メニューも考えていただいて、子どもはすごく喜んでいる。 

 

委員 

・毎日給食に携わっていただいて本当にありがとうございます。うちも中三と小

6 の男の子 2 人いて、上の子が偏食のため心配していたが、大きくなって安心

に変わった。学校で起きた給食の出来事をおもしろおかしくしゃべってくれる。

下の子は、苦手なものが出たときは、あんまり美味しくなかったとか言うけれ

ど、今日はお母さん給食こうやったから、これやったからいっぱい食べてきた

と言ってくれることがあり、給食の話をしてくれるので、親としては嬉しい。

親である私も作らない料理や調理方法などの話になることを考えると学校給食

がすごくありがたい。親がそんなに料理上手でない場合や、家庭では調理しづ
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らい料理を学校で提供してくれることが感謝でいっぱいである。 

 

委員 

・毎日給食をありがとうございます。 

普段なかなか家庭では出せないようなものを給食で提供されることが子どもた

ちにもいい機会となっている。ただ、急な献立変更について、事務局も給食セ

ンターも急ぎ対応いただいているかとは思うが、学校現場ではアレルギーの対

応もある中、ぎりぎりの対応が少し厳しいと感じており、もう少し事前に伝え

てほしい。 

 

委員 

・毎日ありがとうございます。 

今まで意見があったように保健室に来る生徒の中でも給食を食べなあかんか

ら！と帰りたくないという生徒がいて、やはり給食はみんが楽しみにしている

のだなと感じている。ただ、アレルギーもそうですが口に入るもので、命に関

わることなので、先ほども言われたように、アレルギー対応で何かあったらと

一番感じている為、何とかしてほしいと思う。 

・献立チェックについても、以前からすぐーるでの配信を要望していたが話が進

んでいると聞いている。ありがとうございます。 

・いろいろなアレルギーを持った子どもが多くなってきており保護者の不安も大

きいかと思うので、保護者対象のアレルギー説明会を毎年開催してほしい。 

・施設面で、東部学校給食センターが改修されているということだが、本校の実

情として今年度も暑く心配しているのが、コンテナがすべて配膳室に入らない

ので、廊下に置いておく時間が心配である。サウナ状態の廊下においておくの

はどうかと思っていて、コンテナを閉めておけば本当に大丈夫なのかと心配し

ている。牛乳保管庫は普段から誰もが入れるところにあり、衛生面で心配なと

ころもあるため、早めに確認しにきてほしい。 

・給食センターの栄養教諭についても、食育の日の放送とかには学校に来て食育

活動を行っているが、忙しいかと思うが、本校に所属している同じ教職員の一

員であるので、もう少し学校の方で勤務できるよう何とか工夫してほしい。生

徒からの給食に関する感想など生徒たちの現状も見ていただきたい。 

・最後に、アレルギーの話だが、卵の対応食が豚肉と玉ねぎの炒め物と固定され

ているのにもかかわらず、食物アレルギー対応兼減額申請書を提出したあと、

毎月食べるか食べないかをチェックしないといけないことがかなり負担である。

パンと同様に、この申請書を年度初めに１度提出すればその年度中は毎月のチ

ェックがなくても卵対応食を提供していただけると大変ありがたい。今後とも

よろしくお願いします。 

 

委員 

・地産地消で使用されている忍ネギや杉谷のナスは、JA花野果市で購入すると高

価だが、切ってしまうと大きさがわからなくなる。どのくらいの頻度で高価な

食材を使っているのか気になる。物価高騰の中で予算調整がどう行われている

のかについても疑問がある。 

・甲賀市産のお米がどのような価格で給食に使われているかについても興味があ

り、特に新米の値上がりが話題になっているが、給食センターがどのように管
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理しているかを知りたい。 

・異物混入に関して、以前話していた異物確認の報告用紙について、どのような

用紙か見せて欲しい。また、確認作業の記録として、校長や教頭、担任の確認

印が押されているかどうか、電話やファックスでの対応についてもきちんと記

録が残るようにしてほしい。 

 

委員 

・献立やアレルギーなどいろいろご努力されていることはよくわかるけれど、今

夏休みでちょうどいい機会であるので、委託業者と市の皆さんで衛生管理につ

いての勉強会のようなことをされているのか。前年度の 2 回目の委員会ときに

は、調理・洗浄委託業者の方も来ておられたので、今回も来ておられるかなと

思ったが、どういう勉強会というか教育しているのか聞きたいと思う。もしも

何かあった場合、ここいる教育委員会事務局の人が並んで頭を下げないといけ

ないので、その辺のことをしっかりと業者と話しをして欲しいと思う。 

 

委員 

・保育園で夏の間も作っていただいてありがとうございます。 

2 歳から 5 歳の子供がいるのですが、最初は苦手だった魚やシシャモも、徐々

に食べられるようになり、子どもたちは給食配送車を楽しみにしている。配送

担当者にも親しみを感じており、感謝している。 

・杉谷なすびや杉谷とうがらしを使った給食では、実物を見せたりクイズをした

りして、子どもたちが食材に親しむ工夫をした結果、普段苦手な子もおかわり

するなど、良い反応があった。 

・外国ルーツの子どもたちも、給食を通じて日本の食文化に慣れ、毎日の積み重

ねが大切だと感じている。 

・アレルギー対応について、園でもエピペンを預かっていたり、除去対応の子ど

もがいたり、急な変更は保護者も戸惑いを感じられるし、連絡がつかない場合

も考えられるので、早めにお知らせいただきたい。また、成分表の確認が保護

者にとって負担になっているため、いずれ保護者にとって少しでも楽な対応が

あれば嬉しいと思う。 

 

委員長 

皆さん、急に話を振ったが、たくさんご意見をくださりありがとうございまし

た。たくさんお尋ねのことやご意見等も出していただいた。事務局の方でこの

場でご回答いただける部分については、ご回答いただき、次回までの間に準備

いただくものはまた準備していただくということで、対応していただければと

思う。今たちまちお答えできそうな案件はあるか。 

 

所長 

・お疲れ様です。 

給食センターの方でお答えをさせていただける部分ということに限定させてい

ただくが、また漏れている部分があるかもしれないが、その場合はご指摘をい

ただきたい。 

・委員長、副委員長、委員の方から、給食を楽しみにして学校に来られるお子さ

んもおられるという話があり、学校給食が家族の会話の 1 つの話題提供に繋が
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るような形になっているということにつきましては改めて、本当にありがたい

話であって、センターとしても、さらにやりがいを感じた。そういう面でも、

子どもたちの健全な育成に、少し貢献できているのだなということを改めて感

じさせていただいた。 

・委員から指摘のあった残食についてだが、残食は大きな課題であり、一定の学

校で残食量をチェックしており、そのデータを基に残食の原因を突き止めたい

ところだが、現在は残食量の把握により、味付けや量を再検討する材料として

いる。牛乳の飲み残しについても、2 月に残数調査を行った結果、中学校の方

が小学校に比べ飲み残しが多かった。寒い時期はお腹を壊しやすいなど飲み残

しが多くなりがちで、中学校においては思春期の時期でもあることが影響して

いる。その代替措置として液体ココアの回数を増やしたり、飲むヨーグルトを

増やすなどできる限りの対応をしている。ただ、牛乳については、根本的には

カルシウムを摂取するのに一番有効な飲み物となっており、牛乳を飲むことが

目的ではなく、カルシウムを摂取するのが目的であるので、牛乳以上にカルシ

ウムの摂取ができるような食材が出てきた場合は、変更することも視野に置き

ながらメニューを考えてく必要はあると思っている。 

・委員から指摘のあった急な献立変更についてだが、ご迷惑をおかけしている

ことは誠に申し訳ない。栄養教諭は素早い対応をしてくれてはいるが、業者

の都合で直前に変更となるケースが多いため、連絡が遅れることがある。夏

に発生した湖魚における献立変更については、夏の暑さの関係で不漁であっ

たことが原因だと聞いている。業者もできるだけ提供したいという思いもあ

るため、間際まで漁獲量を確認してセンターへの報告が直前となった。今後

は業者への指導を強化し、事前にお知らせできるように努める。 

・委員から指摘のあったコンテナに関しては、2学期から新しいものを使用する

予定で、改善が必要であれば対応していく。また、センターに勤務している

栄養教諭の話については、本人の主体性に任せしているというところが本質

のため、ご理解を賜りたい。 

・委員から指摘のあった米の話については、今年度の7月、1学期までは毎月の

入札で毎月価格が変わっていた。米不足ということは昨年度もそうであった

が、米を毎月入札で確保することが困難となってきたため、今年度の下期か

ら半年単位の入札制度に変更し、安定的な供給を目指している。 

・異物混入時の報告用紙については次回事務局から提出する。対応方法につい

ては、先生方や校長先生に押印いただくような仕組みにはなっていない。ま

た様式を見ていただきたいところだが、発生日時、対象者（何年何組）、混

入物（どのようなもの）、混入箇所（どういうところに）、入っていたかと

いうことで、すぐに学校からセンター宛てにＦＡＸを流していただくことに

なっている。それをすぐ教育総務課のほうに共有しており、その原因を確認

している。当然ですが、食べられた児童生徒さんに、まずは健康に被害がな

かったかということが第一であるため、そこをまず確認をさせていただき、

あとは原因究明をさしていただく。今後も迅速な対応、安全第一のために努

めていきたいと思っている。 

・委員から指摘のあった業者との衛生管理の勉強会等の実施についてだが、委

託業者（株式会社一冨士フードサービス）による衛生管理研修は定期的に行

っており、今年度も夏休みの間に行われセンター長である私に資料とともに

報告があった。今後も継続的に指導していく。 



10 
 

・給食配送の運転手が子どもたちに喜ばれていることを微笑ましく思い、今後

も運転手への感謝を伝えたい。運転手もまた生きがいに感じて、より一層頑

張ってくれると思うので、園児さんの方からもまた一声をいただけるとあり

がたい。引き続きお願いいたします。 

 

委員長 

 ありがとうございます。他、ご回答いただけるテーマはあるか。 

 

事務局 

・委員から指摘のあったアレルギー対応保護者検討会について前年度開催がで

きず申し訳なかった。毎年開催してほしいというご意見をいただき、今年度

から開催に向けて検討していく。 

・卵の対応食につきまして、学校と保護者さんの間でアレルギー対応給食確認

表のやり取りをしていただいている中で、おそらくそちらの様式に毎月卵の

対応食を食べるか食べないかのチェックをしていただいているため、その点

についてのご指摘だと思っている。この様式でチェックいただいている意図

としては、卵の場合は主食と違い、イレギュラーケースを想定しているため

である。イレギュラーケースというのは、細かい話となり分かりにくければ

申し訳ないが、副食の場合は 3 品全て欠食する場合にしか減額対応をしてい

ないので、保護者の皆様からは副食 3 品全てを欠食する場合にしか申請書が

出されない。また、卵アレルギーだけれども対応食を食べることができない、

豚が食べられない等で対応食を食べることができない場合も申請書が提出さ

れない。 

つまり卵アレルギーではあるけれども対応食を希望せず、月 1 度提供される

卵の日には卵の副食だけ食べないということが想定され、その場合は申請書

が出てこないため、年度当初の申請書のみでは判断がつかない対象者が発生

する可能性があるということで、様式に記載項目を設けている。その給食確

認表に基づいて、卵については、提供する提供しないというご判断をいただ

いているところである。その状況の中で、アレルギーに関しては、お子様の

命に関わるため、学校側の対応も日頃よりきっちりしていただいているとこ

ろではあると思いますが、こちらの表記をなくしても特段運用について問題

ないということか。給食確認表の下段「〇月〇日の厚焼き卵が豚と玉ねぎの

炒め物になります。食べますか？食べませんか？」に丸をするところを無く

しても、運用に関して特段問題はなく、卵アレルギーの児童生徒さんに間違

いなく提供され、保護者さんや学校側にとっても負担軽減になるというなら

削除することは事務局側として問題ないと思っている。 

 

委員 

そこは私が今まで関わってきたお子さんについては、それでいけると思うが、

その部分を削除していただきたいのと、毎月学校から申請をさせていただい

ている卵を食べるお子さんのリストについてもなくしていただきたいという

のも、先ほど言い忘れていたがお願いしたい。 

 

事務局 

卵を食べるお子さんのリストというのは、緑色の紙で卵に関わらず、主食の
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パン・麺・ナンについても提出いただいている書類のことか。 

 

委員 

毎月出さないといけないと聞いているので提出しているが、提出することで

あの緑の用紙に印刷できるという風に聞いている。必要か。 

 

     事務局 

      そうですね。事前に 4 月の時点で申請はしていただいているが、例えばその

日がパンの提供日でご飯の対応食にしてもらう場合に、 例えば A さん、B さ

ん、C さんの 3 名から既に申請があるものの、その日は欠席であるとかその

日は学校行事があって食べませんというケースがあるため、基本的には対応

食をする数が通常 3 名だけれども、この日は A さんと B さんのみですと分

かるように緑色の書類を用いて、センターの栄養教諭の確認から始まり調理

師、配送員、用務員さんという流れで確実に 3 名のうち 2 名に渡るように

（C さんには渡らないように）間違いなく対応するための手段ということで

毎回提出をお願いしているところである。 

 

     委員 

      それぞれに意味があって、安全というところもわかるが、保護者さんとのやり

取りとセンターとのやり取りがすごく負担になっている。本校では給食のアレ

ルギーのあるお子さんについて、成分表は校長が渡し、それを回収するのも別

の職員で行い、実際報告するのは事務の先生というふうに分担しているが、す

ごく負担であるため、食数報告やアレルギーのことだけではないけれど、毎日

の牛乳の数とかももう少しスムーズにスマートに行っていただけるよう進言す

るようお願いされてきているので、何とか少し簡単に確実にできるように考え

ていただければと思う。 

 

     事務局 

ありがとうございます。アレルギーに関することであるため、アレルギー検討

会や保護者交流会などの場を設けて、もう少し詳しく検討させていただきたい。

ご意見をいただきながら進めていきたいと思う。 

 

     委員長 

ありがとうございます。とにかく安心安全最優先であるため、もちろん業務ス

リム化も大事だが、またつめた話はこの後、養教部会や校長会も使っていただ

いて結構ですので、また要検討ということでお願いしたいと思う。では大体の

ことはよろしいか。皆様のご協力により議事のすべてを無事終えることができ

ました。ありがとうございました。これで議長を終えさせていただきます。 

 

（６）閉会 

   次回の予定（令和 8年 2月末頃） 

 

終了 


